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体体育育授授業業ににおおけけるる学学習習成成果果ががススポポーーツツ参参加加意意識識にに及及ぼぼすす影影響響

――学学年年別別のの検検討討――

山本浩二 1) *，中須賀巧 2)，島本好平 3)，杉山佳生 4)，尼子尚公 5)

The influence of learning outcomes in physical education classes on the 

attitude toward sports participation: An examination by grade level

Koji YAMAMOTO 1)*, Takumi NAKASUGA 2), Kohei SHIMAMOTO 3)，

Yoshio SUGIYAMA 4), and Hisahiro AMAKO 5)

Abstract

The survey was conducted on 1433 junior high school students (728 boys and 611 girls, first grade:452, second 
grade:468, third grade:419) taking physical education classes between June and July 2022. The survey included a 
group of items assessing the learning outcomes of physical education classes (learning motor skills, cultivating 
communication skills, acquiring knowledge on body and movement, feeling the attraction of physical activities) and 
a group of items assessing attitudes toward sports participation (positive and negative awareness). The data were 
analyzed primarily by grade level with correlation and multiple regression analysis.

The results of the correlation analysis showed a significant positive correlation between learning outcomes of 
physical education classes and positive attitudes toward sports participation, and a significant negative correlation 
with negative attitudes. Next, multiple regression analysis was conducted for each grade, and the results showed that, 
common to all grades, learning motor skills and feeling the attraction of physical activities had a significant positive 
effect on the positive attitude toward sports participation. In addition, differences in the effects of the learning 
outcomes of physical education classes on the students' attitudes toward sports participation were found to vary by 
grade level.
Key Words: junior high school student, sport education, correlation analysis, multiple regression analysis
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研究の背景 

 現行の中学校学習指導要には「生涯にわたって豊か

なスポーツライフを営む資質や能力の育成」13）が保健

体育科の目標として明記されており，生徒の生涯スポ

ーツを促進するために，学校教育活動における体育授

業ではさまざまな運動領域が展開されている．その体

育授業は，各運動領域における種目特有の技術の習得

や理解，クラスメイト等の他者とのコミュニケーショ

ンを通じて，生徒に運動・スポーツの楽しさや喜びを体

験させ，その活動への肯定的な意識を高め，生涯にわた

る運動・スポーツへの参加（以下「スポーツ参加」と略

する）の意識向上を促進することが求められる．また，

体育授業は，生徒にとって日々の学校生活の中で運動・

スポーツに取り組む契機となる活動であることから，

生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎づくりの役

割を担っているもの 13）とされている．そのため，日常

生活において生徒が主体的・継続的に参加することが

でき，生涯スポーツへの契機となるような体育授業の

指導内容や方法の充実が必要である．

 このスポーツ参加について，令和 3 年度全国体力・

運動能力，運動習慣等調査結果の報告書 22）によれば，

中学生の 1 週間の総運動時間の割合が令和元年度調査

と比べて減少しており，肥満の割合においても増加し

ていることが明らかになっている．加えて，生徒の新体

力テストの合計得点が低下していることも報告されて

おり，生徒の主体的なスポーツ参加の促進は喫緊の課

題であるといえる．そのスポーツ参加は近年，自らが実

践者として「する」ことに加え，直接的もしくはマスメ

ディアを通じてスポーツを「みる」，スポーツ指導者や

ボランティアなどスポーツを運営する立場としての

「ささえる」，そしてこれらの多様な関わり方を通じて

「知る」，としてそれぞれ捉えられている 22）．また，中

学校体育では「運動やスポーツを，その価値や特性に着

目して，楽しさや喜びをとともに体力の向上に果たす

役割の視点から捉え，自己の適性等に応じた『する・み

る・支える・知る』の多様な関わりと関連付けること」

という見方・考え方として整理され，多様なスポーツへ

の関わり方が位置づけられている．したがって，今後は

従来の「する」スポーツ参加に加えて，多様な観点から

スポーツ参加を捉える必要があるといえよう．この多

様なスポーツ参加に対する恩恵について，梅崎 30）は運

動・スポーツ活動の実践による「身体的恩恵」や，その

活動に取り組む周囲の人々との関わりを通じて自らを

育成する「心理社会的恩恵」という恩恵が「する」以外

の「みる」や「ささえる」活動でも同様に得られるとし

ている．このことを裏付けるように，多様なスポーツ参

加による実践的効果についての先行研究が蓄積されて

いる．例えば，渡辺 33）は，スポーツをみる行動がスポ

ーツをする行動に及ぼす影響について実験を用いて検

討した結果，視聴者の情報処理動機や能力の違いによ

って異なる結果が得られたことを明らかにしている．

また，元嶋ほか 14）は「スポーツ場面における指導・運

営などのボランティア活動」をささえるスポーツと定

義し，指導・運営経験および内容によって差異が認めら

れることを明らかにした．その他にも，多様なスポーツ

参加の実践的効果に関する先行研究がみられる 6）よう

に，スポーツ参加の実践的効果を明らかにし，その参加

を促進するための知見が蓄積されつつある．これらの

知見を活かして，生徒のスポーツ参加を促進すること

によって，先述した生徒の体力や運動習慣等の現状を

改善することが求められる．このスポーツ参加意識の

向上には，生徒にとって最も身近な体育授業の活用が

効果的であることからも，その指導内容や方法の充実

を図ることが求められよう．

 その体育授業は，現行の学習指導要領改訂の際に，教

科目標の達成に向けた「主体的・対話的で深い学び」と

いう学びの過程に重点を置いた授業改善が図られた．

また，「何ができるようになったか」という結果から「何

をどのように学んだか」という学習過程が重視され 7），

生徒の学習成果を担保する取り組みが展開されている．

これまでも体育授業の基礎的条件（学習の雰囲気・学習

の勢い）による学習成果への規定率を明らかにした

Yonemura et al.32）のように，体育授業の構造 29）を踏ま

えて生徒の学習成果に影響する要因を検討した研究が

なされてきた．体育授業は，授業担当である教員や生徒，

多くの運動領域から実施されるスポーツ種目など，多

様な要因が生徒の学習成果に影響することが推察され

る．その中で，生徒の学習成果を高める指導方法の検討

がなされている．先行研究を概観すると，体育授業中の

教師行動における相互作用のフィードバックが生徒の

学習成果に影響を及ぼす 24）31）などの教師行動を要因と

した研究がなされている．先述した宇土ほか 29）や

Yonemura et al.32）の知見を踏まえると，体育授業中に教

師が作り出す学習の雰囲気や勢いが，学習成果に大き

な影響を及ぼすことは容易に想像できる．そのため，体

育授業中の教師行動の在り方についてさらなる研究の

蓄積が必要である．一方，学習者となる生徒においては，

その発達段階が進むにつれて体育の学習意欲の低下 16）
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や運動部活動への参加率の減少 9）が明らかになってい

る．この問題を抑制するためには，加賀ほか 10）や杉原

23）が過去の肯定的な運動経験が現在のスポーツ参加に

正に影響することを示すように，体育授業における成

功体験や達成などの学習成果を高め，肯定的な感情を

生起させる必要があると考えられる．さらに，青少年期

のスポーツ経験が成人期以降のスポーツ参加に影響す

るという「持ち越し効果」注 1）が認められている 23）よ

うに，当該時期におけるポジティブな体験がスポーツ

参加意識の向上に重要であると考えられる．この体育

授業とスポーツ参加との関連を検討した金崎 11）は，ス

ポーツ行動のパターンと意識を明らかにしているが，

体育授業の学習成果がスポーツ参加意識に及ぼす影響

についての研究成果は十分に蓄積されていない．この

両変数の関連を検討することによって，生徒の生涯に

わたる豊かなスポーツライフを営む資質や能力の育成

という保健体育科の目標に対する体育授業の貢献可能

性について明らかにすることができ，体育授業の在り

方についての資料を得ることができよう．

 そこで本研究では，中学校体育における学習成果が

スポーツ参加意識に及ぼす影響について検討する．な

お，先述の発達段階が進むにつれて，体育の学習意欲や

運動部活動への参加率が低下するという先行研究 9）16）

の知見を踏まえ，学年別に検討を行い，学年の違いによ

ってどのような影響を及ぼすのかについて明らかにす

ることを目的とした．

方 法 

1．調査対象者および調査時期 

調査対象者は，関西地区に所在する中学校 14校の生

徒 1596名を対象として調査を実施し，調査に不備なく

回答した 1433 名（男子：717 名，女子：716 名，1 年

生：509名，2年生：479名，3年生：445名）であった

（有効回答率は 89.8%）．また，調査対象者の実施した

体育授業の運動領域は体つくり運動（407 名），器械運

動（107名），陸上競技（258名），水泳（41名），球技

（558名），武道（62名）であり，体つくり運動のみが

男女共習で実施された．調査時期は，2021年 6月から

7月にかけて実施した．

2．調査内容 

2.1 フェイスシート 

調査票冒頭のフェイスシートについては，性別や学

年，直近に実施した体育授業の運動種目について回答

を求めた． 

2.2 体育授業の学習成果を評価する項目群 

 体育授業の学習成果を評価する項目については，山

本ほか 31）が小野ほか 17）の「体育学習観尺度」における

尺度項目をもとにして文章内容は変更せず，その文章

表現を修正した 18項目を用いた．本研究では「運動技

術の習得」（以下「技術習得」と略する），「コミュニケ

ーション能力の涵養」（以下「コミュニケーション」と

略する），「身体と運動に関する知識の修得」（以下「知

識修得」と略する），「運動の魅力の感受」（以下「魅力

感受」と略する）の各因子を用いており，これらの因子

は，体育の内容領域注 2）にそれぞれ対応していることが

小野ほか 17）によって確認されているため，体育の学習

成果を包括的に捉えることが可能になる．教示文は「体

育で学んだことを，それぞれの項目で最も当てはまる

数字の 1つに丸印をつけてください」であり，4段階に

よる評定（「4：よくあてはまる，3：わりとあてはまる，

2：あまりあてはまらない，1：全くあてはまらない」）

で回答を求めた．項目の評定値が高いほど，当該学習成

果が高いことを示している．

2.3 スポーツ参加意識を評価する項目群 

スポーツ参加意識を評価する項目群は，Bandura1）の

Self-efficacy model における「結果予期」を参考に作成

した．この結果予期は「個人が行動を実行した場合にど

のような結果が得られるかを予測」し，良い結果が得ら

れる「肯定的結果予期」と良くない結果が得られる「否

定的結果予期」に分類されることを明らかにしている

28）．この枠組みをもとに，本研究では，スポーツ参加意

識を「肯定的参加意識」（以下「肯定意識」と略す）と

「否定的参加意識」「以下「否定意識」と略す」として

設定した．その項目内容については，藤田・杉原 4）や

藤田・佐藤 3）等の先行研究における各尺度の項目内容

を参考に，生徒のスポーツ参加意識を評価できるよう

各 7項目の計 14項目を作成した．項目例として，肯定

意識は「運動することで，自分の体に気づき，体調を崩

さないようにすることができる」や「生活するために必

要な体力を身につけることができる」等の，運動やスポ

ーツへの期待を示す側面であった．一方の否定意識は

「運動やスポーツに対して興味を感じていない」や「運

動やスポーツにはほとんど参加しない」等の，運動やス

ポーツに対して回避することを示すものであった．教

示文は「皆さんが運動やスポーツに関わる理由や考え

方について，以下の各項目で皆さんに最も当てはまる

数字の 1 つに丸印をつけてください」であった．各項

目の評定は「4：よくあてはまる，3：わりとあてはまる，
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2：あまりあてはまらない，1：全くあてはまらない」の

4段階で行い，評定値が高いほどスポーツ参加意識の各

側面における意識の程度が高いと解釈される．

3．手続き 

調査は事前に，本研究者が調査対象者の所属する中

学校の学校長や教頭，さらには市の教育委員会の担当

者に対して，研究目的や内容などの概要について説明

を行った．その際，調査対象校の都合によって直接訪問

することができなかった場合は，研究概要等をまとめ

た書面と電話連絡による口頭で説明した．また，調査に

ついては，「日本体育学会研究倫理綱領」を踏まえた生

徒の個人情報保護についての倫理的配慮に関する説明

を十分に行った．その倫理的配慮の具体として，本調査

は無記名式であり，回答結果によって個人が特定され

ることや外部に情報が洩れるようなことは無いこと，

学会発表において個人に着目した内容ではなく，全体

的な傾向を発表するのみにデータを使用すること等を

伝えた．一方，学校側からは不測の事態の発生により，

校務が多忙になるなどの場合には校務が優先され，や

むなく調査の実施が不可になる場合もあることが説明

された．これら一連の手続きを経た後に，各中学校より

調査協力を得ることができたものの，複数の中学校よ

り校務の都合上，全校生徒を対象とする調査実施が困

難であるとの説明を受け，調査対象となる全中学校の

各学年 1クラス（3学年）に統一して依頼を行い，最終

的に調査協力を得た．その後，上記の調査内容を示した

調査票を各中学校の授業担当者に郵送し，集団で実施

してもらった後に返送してもらった．なお，調査の際に

も担当教員から口頭によって「調査は強制ではなく，途

中で回答を辞退できること」や「調査結果が授業の成績

に影響はないこと」，「個人を特定するものではないこ

と」がそれぞれ説明された．

4．統計処理 

 まず，本調査によって得られた全てのデータにおけ

る信頼性および妥当性の検討は，信頼性係数を示す α

係数と確認的因子分析を実施した．確認的因子分析に

ついては GFI や AGFI，CFI，RMSEA の各指標を用い

て適合度を判断した．各適合度について GFIや AGFI，

CFI は.90 より大きいと当てはまりが良く，RMSEA

は.05―.10の範囲であれば良いものとされる 19）．

次に，データの傾向を検討するために各調査内容の

基本統計量（平均値・標準偏差・相関係数，相関係数の

基準は r=.20）を算出した．また，本研究では，体育授

業の学習成果とスポーツ参加意識について「学年」に焦

点を当てた検討を行うため，各調査内容に一元配置分

散分析を実施し，主効果が有意な場合は多重比較

（Tukey法）を行った．さらに，両者の関連について検

討するため，相関分析を学年ごとに実施するとともに，

学習成果を評価する項目群を独立変数，スポーツ参加

意識を従属変数とする重回帰分析（ステップワイズ法）

を実施した．この重回帰分析における多重共線性の発

生については，独立変数間の相関係数と分散拡大要因

（Variance Inflation Factor: 以下，「VIF」と略す）から検

討した．なお，本研究におけるすべての分析は統計ソフ

トの IBM SPSS Statistics 26および Amos 26を用い，有

意水準は 5%未満とした．

結 果 

1．基本統計量の算出 

 まず，本研究で用いた各調査内容について，それぞれ

α係数の算出と確認的因子分析を実施した（表 1）．

 

体育授業の学習成果を評価する項目群における適合

度は，GFI=.90，AGFI=.87，CFI=.94，RMSEA=.08であ

り，因子と項目間のパス係数（因子負荷量）は.40以上

の値を示した．また，α係数の範囲は.84―.89の範囲で

あった．さらに，スポーツ参加意識を評価する項目群に

ついて，因子負荷量が.40に満たない項目が 6項目みら

れたため削除した．再度，確認的因子分析を実施した結

果，各パス係数は全て.40以上を満たしており，モデル

の適合度も因子モデルの採択に十分な値が認められた

全体

（n=1433）

1年

（n=509）

2年

（n=479）

3年

（n=445）

運運動動技技術術のの習習得得

q1 運動やスポーツの技術を身につけることができた .77 .71 .80 .78

q2 体の上手な動かし方を身につけることができた .66 .76 .81 .73

q3 うまく運動するためのコツを身につけることができた .83 .79 .80 .82

q4 いろいろな用具を使った運動の仕方を身につけることができた .81 .72 .74 .81

q5 いろいろな種類の運動の仕方を身につけることができた .79 .79 .84 .82

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの涵涵養養

q6 他者を理解することの大切さを学んだ .70 .71 .78 .66

q7 他者と協力することの大切さを学んだ .74 .72 .76 .72

q8 他者から教わるときの態度を学んだ .60 .63 .68 .68

q9 他者との心の距離の取り方を学んだ .72 .78 .72 .77

q10 他者へのアドバイスの仕方を学んだ .74 .70 .69 .70

身身体体とと運運動動にに関関すするる知知識識のの修修得得（（αα＝＝..8877））

q11 運動やスポーツのマナーについて学んだ .73 .72 .74 .74

q12 運動やスポーツの成り立ちについて学んだ .77 .72 .73 .78

q13 運動やスポーツが心身に与える効果について学んだ .72 .69 .80 .73

q14 運動やスポーツの意義について学んだ .71 .76 .80 .69

q15 運動やスポーツのルールについて学んだ .73 .68 .80 .70

運運動動のの魅魅力力のの感感受受（（αα＝＝..8866））

q16 運動することの喜びを味わうことを学んだ .82 .85 .86 .86

q17 勝敗を競う楽しさを味わうことを学んだ .77 .69 .75 .84

q18 運動することの楽しさを味わうことができた .85 .86 .86 .86

否否定定的的参参加加意意識識（（αα＝＝..7744））

q19 運動やスポーツにはほとんど参加しない .60 .64 .61 .61

q20 運動やスポーツに対して興味を感じていない .55 .57 .50 .55

q21 運動やスポーツへの参加はほぼ強制的である .84 .84 .84 .84

q22 練習を何度やっても，運動が上達しているとは思えず意味が無い .56 .50 .63 .61

肯肯定定的的参参加加意意識識（（αα＝＝..7722））

q23 運動することで，自分の体に気づき，体調を崩さないようにすることができる .72 .71 .75 .74

q24 運動すれば，健康的な生活を送ることができるから .71 .59 .81 .68

q25 運動やスポーツに参加することは，自分にとってメリットがある .55 .57 .54 .57

q26 生活するために必要な体力を身につけることができる .59 .65 .57 .61

表1　各潜在変数から観測変数へのパス値

観測変数における項目内容
潜在変数から観測変数へのパス値

†モデルの適合度

　体育授業の学習成果：GFI=.90，AGFI=.87，CFI=.94，RMSEA=.08

　スポーツ参加意識：GFI=.97，AGFI=.95，CFI=.95，RMSEA=.07

48



体育授業における学習成果がスポーツ参加意識に及ぼす影響―学年別の検討―

 
（GFI=.97，AGFI=.95，CFI=.95，RMSEA=.07）．なお，

α係数は.72―.74の範囲であった．

 次に，全てのデータの基本統計量を算出したところ

（表 2），学習成果とスポーツ参加の肯定意識との間に，

中程度以上の有意な正の相関が認められた（r＝.49 か

ら.56，p＜.05）一方で，学習成果と否定意識には，有意

な負の相関が認められた（r＝-.40から-.55, p＜.05）．

 

2．学年ごとの検討 

 次に，各調査内容について学年差を検討するため，一

元配置分散分析を実施した結果（表 3），「技術習得

（F(2,1336)＝6.44）」と「知識修得（F(2,1336)＝8.15）」

に有意な主効果が認められ，その後の多重比較の結果，

いずれも 2・3年生の得点が 1年生よりも有意に高かっ

た（いずれも p＜.05）．その他の側面では有意な主効果

は認められなかった．

 また，学習成果とスポーツ参加意識との関連につい

て学年ごとに相関分析を用いて検討したところ（表 4），

各学年に共通して学習成果はスポーツ参加の肯定意識

に有意な正の相関関係が，否定意識に有意な負の相関

関係が認められた（いずれも p＜.05）．

 さらに，重回帰分析を実施した結果（表 5），各学年

における決定係数はいずれも有意であった（p＜.05）．

表 5をみると，全学年に共通して「技術習得」が「肯定

意識」に有意な正の影響（1年：β＝.43，2年：β＝.22，

3 年：β＝.27，p＜.05）を，「魅力感受」が「否定意識」

に有意な負の影響（1年：β＝-.43，2年：β＝.22，3年：

β＝.27，p＜.05）をそれぞれ示した．また，複数の学年

に共通してみられた影響は「知識修得」と「魅力感受」

が 2・3年生の「肯定意識」に有意な正の影響を示した．

一方，1 年生の「コミュニケーション」は「肯定意識」

に有意な正の影響を， 2 年生の「技術習得」は「否定

意識」にのみ有意な負の影響をそれぞれ示した．なお，

従属変数に対する独立変数の説明率は 1 年生で

32―36%，2年生では 25―34%，3年生では 30―38%の

範囲であった．また，多重共線性の発生可能性について，

VIFの値が 10以上であれば発生している 18）とされるも

のの，本研究では各学年で 1.97から 3.71の範囲であっ

たことから，重回帰分析での多重共線性発生の確率は

低いと判断された． 

 

考 察 

まず，学習成果およびスポーツ参加意識を評価する

それぞれの項目群に信頼性・妥当性の検討を実施した

ところ，α係数は基準を満たす値が示された．一方，確

認的因子分析の結果において，潜在変数から観測変数

の値はいずれも.40以上であり，モデルのデータへの適

合度を示す各指標は概ね基準を満たす値であることが

それぞれ示されたことから，小塩 19）の報告に鑑みて，

妥当なものであると判断された． 

 次に，重回帰分析の結果について述べると，各学年に

共通して得られた結果には，生徒の実施した体育授業

における各運動種目の技術を習得することや，運動す

ることや競争することの喜びや楽しさを味わうことに

よって，スポーツ参加への肯定的な意識に影響するこ

とが示唆された．本結果について，技術習得は「運動の

好嫌」や「体育の愛好的態度」に正に関連する 5）こと

が示されており，その知見を支持したものと考えられ

る．また，体育授業において展開される動種目の技術が

「できた」という経験を通じて楽しさや喜びを感じ，さ

らには「もっとうまくなりたい」という感情を生起させ

ることは想像に容易いことから，スポーツ参加への肯

2 3 4 5 6
1：運動技術の習得 16.02 3.57 .76 .82 .81 .56 -.47

2：コミュニケーション能力の涵養 15.92 3.39 .81 .74 .49 -.42

3：身体と運動に関する知識の修得 16.30 3.34 .75 .54 -.40

4：運動の魅力の感受 9.95 2.39 .53 -.55

5：スポーツ参加の肯定的意識 12.29 2.92 -.39

6：スポーツ参加の否定的意識 6.26 2.65

†　相関係数はいずれもp＜.05

表2　本調査の基本統計量（n =1433）

M SD
相関係数（r ）

M SD M SD M SD
運動技術の習得 15.57 3.53 16.33 3.49 16.19 3.65 6.44* 2, 3>1
コミュニケーション能力の涵養 15.82 3.35 16.00 3.36 15.95 3.47 .69
身体と運動に関する知識の修得 15.82 3.32 16.57 3.32 16.55 3.33 8.15* 2, 3>1
運動の魅力の感受 9.79 2.40 10.11 2.28 9.97 2.47 2.36
スポーツ参加の肯定的意識 12.25 2.89 12.37 2.97 12.24 2.92 .06
スポーツ参加の否定的意識 6.23 2.58 6.28 2.74 6.26 2.63 .32

†　*p＜.05

表3　学年別における学習成果とスポーツ参加意識（n=1433）

1年生（n=452） 2年生（n=468） 3年生（n =419） F 値
（2, 1336)

多重比較
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定的な意識に影響したものと推察される．そのような

経験を蓄積することによって，「持ち越し効果」23）を期

待でき，生徒の生涯スポーツの実現に貢献することが

可能になるといえよう．また，その技術習得が 2 年生

にのみ否定意識に負の影響を示していた．この時期は

「多くの学習を経験する時期」13）に位置づけられ，多

様な運動種目の学習内容を積み重ねたことによって，

スポーツ参加の否定的な意識の低下に影響を及ぼした

のではないか．したがって，複数の運動種目の実践は，

生徒の学習課題を質量ともに増加させることから，適

切な実践が学習成果を高める上で有効である可能性が

示唆される． 

次に，2・3 年生にのみ，知識修得が肯定意識に正の

影響を示した．これは，体育の運動種目であるスポーツ

のルールやマナー，実践的効果等の知識を学ぶことに

よって，スポーツ参加の肯定的な意識に正に影響する

ことを示唆している．Pintrich and Zusho20）は学習へのメ

タ認知や学習方略の使用が学習の蓄積によって増加す

ると指摘している．このことに鑑みると，体育授業で複

数の運動種目の課題に取り組むことによって，その意

義や効果などを理解するなど汎用的な知識の獲得を蓄

積することが可能になる．この過程は，1年生よりも学

習経験のある 2・3年生に多くみられると考えられるた

め，本結果が示されたものと推察される．

 また，1年生にのみコミュニケーションが肯定意識に

正の影響を示したことは，クラスメートなどの他者と

協力して学習することがスポーツ参加意識に肯定的に

影響することが明らかになった．これは，1年生の体育

学習における小学校から中学校への移行が要因である

と考えられる．小学校体育は各種の運動の基礎を培う

時期から多くの学習を経験する時期に位置づけられ 13），

中学校体育にかけて運動領域も増加するとともに，そ

の運動種目はより専門的な技能や知識を学習すると推

察される．この学習によって，体育の学習や運動に対す

る欲求が高まるとともに，スポーツ参加への肯定的な

意識にも影響すると考えられる．また，本研究における

調査時期が 6月から 7月であり，校種の移行による様々

な不安を抱える時期 12）15）であったことから，適切な他

者との関わりに関するコミュニケーションがスポーツ

参加意識に影響した可能性が示唆される．以上のこと

を踏まえ，体育授業の学習成果はスポーツ参加意識へ

の肯定的な影響を及ぼすことが示唆されたことから，

体育授業における指導内容や方法の工夫を行うなどの

充実を図っていくことが今後もますます求められる．

その充実のためには，生徒の様々な個人属性に応じた

教師の適切な指導内容や方法などを検討していく必要

がある．この教師行動において，生徒の授業評価および

学習成果に最も影響を与えるとされる相互作用に着目

した検討がなされ，その在り方が以前から検討されて

いる 24）31）．そのため，今後も継続して生徒の様々な状

況に応じた適切な教師行動に関する研究成果を蓄積し，

スポーツ参加意識の向上を促進する教師行動の在り方

を明らかにする必要がある．

 ここまでの考察を踏まえ，今後の課題について述べ

る．本研究では，体育授業の学習成果とスポーツ参加意

技術習得 コミュニ
ケーション 知識修得 魅力感受

1年（n=509）
　スポーツ参加の肯定的意識 .55 .48 .52 .49

　スポーツ参加の否定的意識 -.44 -.40 -.39 -.56

2年（n=479）
　スポーツ参加の肯定的意識 .55 .47 .55 .54

　スポーツ参加の否定的意識 -.46 -.37 -.41 -.49

3年（n=445）
　スポーツ参加の肯定的意識 .59 .53 ,55 .58

　スポーツ参加の否定的意識 -.52 -.49 -.42 -.60
†　相関係数はいずれもp＜.05

表4　学年ごとの相関係数

相関係数（r）

肯定的意識 否定的意識 肯定的意識 否定的意識 肯定的意識 否定的意識

.43* -.02 .22* -.17* .27* -.05

.17* -.04 -.08 .08 .04 -.06

.14 -.01 .23* .05 .14* .10

.12 -.60* .14* -.35* .25* -.64*

.32 .36 .34 .25 .38 .30

†††　多重共線性：肯定的意識2.10-3.71　否定的意識1.97-3.33

コミュニケーション能力の涵養

身体と運動に関する知識の修得

運動の魅力の感受

　　決定係数
　　†　*p＜.05
　††　βは標準偏回帰係数を示す．

運動技術の習得

表5　体育授業の学習成果がスポーツ参加意識に及ぼす影響

1年生(n =509) 2年生(n =479) 3年生(n =445)

標準偏回帰係数（β）
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識との関連を検討したが，学習成果を高めるための教

師行動の在り方について明らかにする必要がある．先

述のように，教師行動の中で最も生徒に影響を及ぼす

相互作用のフィードバックの在り方はこれまでも言及

されてきたが，そのフィードバックがスポーツ参加意

識に及ぼす直接的な影響と，学習成果を媒介した間接

的な影響について明らかにし，保健体育科の目標の達

成に向けた教師行動について詳細に明らかにする．ま

た，体育授業では複数の運動領域から種目を設定して

授業が展開されていることを踏まえ，運動領域および

種目の違いによって，生徒の学習成果やスポーツ参加

意識にどのような影響を及ぼすのかについても検討し，

各運動特性に応じた差異がみられるかについて明らか

にする．最後に，高橋・鈴木 25）のような量的研究に対

する指摘に鑑み，実際の授業に介入した実践研究など

を行い，生徒にとって有効な教師行動の在り方を実証

的に明らかにしていく．

 

まとめ 

 本研究では，体育授業の学習成果がスポーツ参加意

識に及ぼす影響について，学年の違いによる影響の差

異について明らかにすることを目的とした．

まず，各調査内容における信頼性および妥当性につ

いて，いずれも基準を満たす値が示された．次に，学習

成果とスポーツ参加意識との関連を相関分析によって

検討した結果，学習成果は肯定意識に正の影響を，否定

意識には負の影響をそれぞれ示した．さらに，学習成果

を独立変数，スポーツ参加意識を従属変数とした重回

帰分析を学年ごとに実施した．その結果，学年に共通し

て技術習得と魅力感受がスポーツ参加意識に肯定的な

影響を与えていたこと，2・3年生における知識修得が，

1年生におけるコミュニケーションが，スポーツ参加の

肯定意識にそれぞれ正に影響した．以上のことから，体

育授業の学習成果はスポーツ参加意識に正の影響を示

したものの，各学年によって一部差異が認められた．し

かしながら，両変数の関連が正であったことは，保健体

育科の目標である「生涯にわたる豊かなスポーツライ

フの実践者の育成」という目標に対して，現行の学習指

導要領から展開される体育授業が貢献できる可能性が

あると考えられた．また，体育授業の学習成果を担保す

る指導内容や方法として，アクティブラーニングによ

るグループワークおよびディスカッション等の手法を

用いた生徒同士の学び合いが有効的である可能性が示

唆された．

 最後に，今後の主な課題として，学習成果やスポーツ

参加意識に影響を及ぼす教師行動の在り方について，

有益な知見を明らかにし提供する必要性が挙げられた．

注 

1）持ち越し効果は，Telama26）によれば「過去の値が

将来の値に影響することや，他者との相対的順位が

経時的に維持される傾向のこと」と定義されている． 
2）「技術学習」や「認識学習」，「社会学習」，「情意学習」
を体育の教科内容領域として挙げられている 27）． 

附記 

 本研究は，JSPS科学研究費（基盤研究(C)・21K11536）

の助成を受けて実施され，その一部のデータを使用し

ている．
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